
一関市「自然と共生し地域の良さを 

感じるまち」再生計画 
 

都道府県名 岩手県 

作成主体名 一関市 

区域の範囲 一関市の区域の一部（一関地

域、花泉地域、千厩地域、東山

地域、室根地域、川崎地域） 

 

 

 

地域再生計画の概要 

 本市は、岩手県の南玄関に位置し、陸中海岸国立公園への玄関口にあたることか

ら、広域的なネットワークにより、人的・物的交流、誘致企業の進展など、産業、

経済、観光、文化における岩手県南部、宮城県北部の広域的な拠点として発展を遂

げている。しかし、地域の発展と生活様式の高度化に伴い、公共用水域の悪化が進

んでおり、汚水処理施設の早期整備の声が高まっている。このため、汚水処理施設

整備交付金を活用し、公共下水道及び浄化槽を整備することで、公共用水域の水質

改善を図り、快適な居住環境や自然と共生する環境づくりを推進する。また、地域

のイメージアップを図り、観光客の誘致と交流人口の増加から、地域の活性化を目

指す。 

適用される支援措置 

・汚水処理施設整備交付金 

水質浄化により渡り鳥とふれあいの場が生まれた 

磐井川 

 

砂鉄川の清流化が進む日本百景「猊鼻渓」、 

澄みきった渓谷と船下り 


